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患月定例会 デ
(、 1)

開 催  日 時 令和 2年 8月 20日 (木) 15時 00分

県庁行政棟「教育委員会室」開 催 場 所

1 開    会 i     ・

2 前国会議録の承認

3報   告    |  :      : |

(1)障害のある子どもあ教育の在り方に関する検討委員会第4回会議にっいて (特別支援教育課)



報 告 事 項 (1)
特別支援教育課

件  名

1 開催日 令和 2年 7月 15日 (水 )

2 会議内容

協議 「特別支援教育に携わる教職員の専門性の向上について」

○委員からの主な意見等

①免許イ呆有率向上の取組について

も特別支援学級や通級指導教室の急激な増加に伴って、小・中学校の特烈

支援学級担任や通級による指導の担当者の特別支援学校教諭免

有率は低下傾向にある。長崎県は免許状認定講習を積極的に実施して

り、そのことを生かし、夏季休業中の受講を小 。中学校の教員に勧める

などの取組をしていくとよいのではないか。通常の学級には発達障害

子どもたちも在籍しているので、特別支援学校教諭免許状を取得するこ

とは、特別支援学級や通級による指導だけでなく、通常の学級における

指導にもメリットがあるも特別支援学校の免許状取得をするように働き

かけていくことが大事である。

②人的配置の工夫による専門1性の向上について

。特別支援教育の専門性が高い教員が、全てにおいて力量が高い場合は、

特別支援学級等の担当以外で、通常の学級の担任をして主任等をする

合が多い。校内人事の裁量は校長にあることから、特別支援教育の

性について、管理職の意識の改革が必要である。

・各地区に指導教諭が配置されているがt担当教景と一緒に授業や研修

したり、校内体制について助言をしたりするなど、.他の教員や保護者

らの信頼が厚い。この指導教諭の存在が学校としての特別支援教育の

門性の担保を大きく左右しており、非常に重要だと考えている。指

諭を要にして研修や指導体制を構築していくことが大切となる。

。研修交流人事で、特別支援学校から小学校に来て、通級による指導の

当をしている教員がおり、子どもへの指導だけで傘く、銀護者からの

談等についても高い専門性を発揮している。他の教員からの信頼も厚い。

また、小 。中学校から特別支援学校に来る先生の授業からは、集団の

の個の生かし方など、特別支援学校の教員にとちて学ぶことが多くある。

また、高等学校で通級による指導が開始されたことで、指導を受けてし

る生徒への配慮や手立てが、他の生徒への配慮にも広がり、学校全体と

して の の つ と い V
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る。人事交流は双方にとつてメリットがあり、円滑な研修交流人事

進に向けた取組が必要である。

③新型コロナウイルス感染症姑策を踏まえた新しい研修の在り方について

・集合研修がこれまで通りでは難しくなつた今、ICTを活用した研修や

派遣型め研修といったことが考えられるが、バランスよく組み車ててし

くことが大事であるも

・感染のリスクをできるだけ軽減する授業の在り方や、オンライ

に関する教員の研修を積む必要がある。

④特別支援教育に関する研修について

。教育 。医療・福社の連携は、個別ゐ教育支援計画を有効に活用し、個

応じた指導・支援をしていくうえで欠かせないものである。医療や福

に関する研修を体系的に位置づけて、実施できればいい。

。放課後等デイサエビスなどの福祉サービスのことにういては特別

育コーデイネータの先生だけが知つているという学校が多い。全

生が知つておくことが必要であるので、オンライン研修などを活

くの先生が研修を受講できるようになるとよいと思う。

・特別支援学校で大切にしていき!たい研修は、やはり、自立活動の指導

ついてである。また、特別支援学級担任に対しても学習指導要領に

いて「特別な教育課程」を編成していくということに関しては、

や実践を踏まえて研修を継続していくことが必要と考える。

。核になる教員を集めた研修を教育センタ‐などで実施し、その人たちカ

各学校でミドルリ●グエとしてOJTを実施することが大事である。

崎県は教育センターが自立活動の指導についての研修を丁寧に行らて

る。1自 立活動の教育課程上の位置付け等についてヽ管理職が理解して

進していくことも大切である。

・最終的には、一人一人の教員が専門性を有しているかどうかが問澤と

る心子どもを理解してどのような指導をしていくかを描き、それを説

できる教員が増えていくように期待したい。        「

ての

用 し

彰
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